
埼玉教育の針路 ‐不易流行‐ 

社会の中で役割を果たすことのできる「人財」の育成 

○ 義務教育 
  
 
   
  
○ 高校教育 
 
 
 
○ 特別支援教育 
 
 
 
 
○ 生徒指導 
 

・義務教育を修了した生徒一人一人の能力・適 
 性の応じて進学できる高校を整備 
・全ての高校生が社会に貢献できる力を身に付  
 け、進学や就職 
→ 

高等部卒業者の一般就労率が９０％以上を維持 
→ 

不登校児童生徒数、高校中途退学者数が全国一少
ない水準を維持している。 

１０年後の社会状況 

１０年先を見据えて先手を打つ 

高等部で一般就
労を希望する生
徒の就職率を９
０％以上へ 
 

県立高校の「活性
化・特色化」を進
め、時代の要請
に応える「人財」
を輩出 

「体力」「規律ある
態度」に加え、 

「学力」でも全国
トップクラスの水準
へ 

不登校児童生徒
の割合、高校中
途退学者の割合
が全国一少ない
水準へ 

「開かれた学校づくり」から「地域住民、企業、大学等と協働した学校づくり」へ  

一人一人がより一層大切な「人財」 

 

○ 自らの力で人生を切り拓き、自分の人生に満足できる 

 生涯を送ることができる人 

○ 「ならぬことはならぬものです」といった人としての基本 

 を身に付けた人 

○ 多様な価値観を許容し、付加価値を産み出すことができる人 

○ 地域や埼玉そして日本の将来を担い、社会に役立つ人 

○ 郷土や我が国の歴史、文化を誇りに思い、世界から尊 

 敬されるような人 

埼玉から世界に
羽ばたくグロー
バル「人財」の育
成 
 

早期支援で貧困
の連鎖をストップ 
 
 
 

社会の中で役割を果たすことのできる「人財」の育成 

義務教育 

高等部で、一般就労を
希望する生徒の支援の
徹底  

特別支援教育 

生徒指導 

高校教育 

県立高校の「活性化・特色化」を進め、
グローバル社会など時代の要請に応
える「人財」を輩出  

「体力」「規律ある態度」に加え、
「学力」でも全国トップクラスの 
水準へ 

不登校児童生徒の割合、高校中途退学者の割合が全国一少ない
水準へ 

「開かれた学校づくり」から「地域住民、企業、大学等と協働した学校づくり」へ  

家庭・地域との協働 

家庭・地域と協働した早期支援で貧困の連鎖
をストップ  

 

１ 人口動態の変化 
 ・ 生産年齢人口が大幅に減少 
 ・ 少子化が加速 

２ 産業構造の変化 
 ・ グローバル化の進展 
 ・ 産業の中心が製造業からサービス業へ 
 ・ 急速な技術革新による労働環境の変化 

３ 子供の抱える課題への対応 
 ・ 生活保護世帯で育った子供が、大人になって再び保護 
  を受けることを防ぐ必要性 
 ・ 不登校やひきこもりを長期化させない必要性 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

 
（出所）厚生労働省「被保護者調査」、文部科学省調べ、総務省「労働力調査」 

 

 

※ 総務省「まち・ひと・しごと創生会議」資料より一部抜粋 

１５～６４歳 

６５歳以上 

１４歳以下 

8,726 万人 
生産年齢人口の 

ピーク（H7） 

実績値 
（国勢調査等） 

平成２４年推計値 
（将来推計人口） 

8,174 万人 
H22 国勢調査 

5,353 万人 
H57 推計人口 

2,003 万人 2,948 万人 

3,856 万人 

1,828 万人 
1,684 万人 

1,012 万人 

単位：万 

日本の人口の推移 

生活保護世帯数、要保護・準要保護児童生徒数及び非正規雇用率の推移 

 
※被保護世帯数は１か月平均の値 

就業者数の推移 
 

平成 

 

（％） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国順位 
（国公私立中途退学率） ４３ ４０ ３６ ３１ ２７ １２ 

 

全国順位 
（割合） ３２ ２４ １６ １０ １４ ８ 

 

（公立中学校） 

埼玉県公立中学校及び全国中学校３年生生徒数 将来推計 

 

※文部科学省「平成 26
年度学校基本統計」に
よる 


	03埼玉教育の針路
	04教育に関する主要データ（電子版）
	05教育に関する主要データ（電子版）2

